
まとまりのある英文を書く力を育てる英語科学習指導  

～思考の流れを作るワークシートの工夫を通して～  

 

要約  

社会や経済がグローバル化する中で、国際語としての英語の重要性が増している。イン

ターネット等の情報機器の発達により、新聞や SNS で世界のニュースに触れたり、世界中

の人々とコミュニケーションを取ったりすることが可能になった。これからの子どもたち

が 21 世紀を生き抜くためには、英語を用いて文化の異なる人々と意思の疎通を図ろうと

する態度や自分の考えや気持ち、情報を相手に伝えたり、相手のことを理解したりする能

力が必要となってくる。  

また、現行の学習指導要領では 4 技能をバランスよく指導して「発信力」の向上を重視

している。「書くこと」については自分の考えや気持ちなどを正しく伝えられるように、内

容的にまとまりのある一貫した文章を書く力などの育成を重視することとなった。このこ

とから、まとまりのある英文を書く力を育てることは価値があると考える。  

そこで本研究では、思考の流れを作るワークシートの工夫を通して、文法能力、談話能

力の向上を図り、まとまりのある英文を書く力を育てる。  

思考の流れを作るワークシートの工夫とは次のようなものである。  

(1) 第一次 ALT の話を聞き、イメージマップを作成し、課題を設定する。[making ideas] 

(2) 第二次 新出言語材料を用いた 1 文英作文からアウトラインを作成し [making 

outline]、さらに、英作文を書いて [writing an essay]生徒同士で読み合って

アドバイス活動を行う。 [reading friend’s essay] 

(3) 第三次 もらったアドバイスをもとに英作文を再構築し [rewriting]、それをＡＬＴに

伝える活動を行う。  

成果  

○  思考の流れを作るワークシートを用いることは、書く過程を「見える」化すること

で、生徒のアイデアの創出、アウトラインの作成、文章の構築を助けた。  

○  first, second, third といった接続詞を用いてアウトラインを作成することが定着し

ていったことで説明、理由、例示について言及する談話能力が向上した。  

 課題  

●  生徒同士で読み合い付加修正する活動において、どのような点を付加修正するかと

いう視点をさらに多く与えたり、活動の形態をグループからペアにしたりするなど

の手立てを講じることで、さらに文法能力を向上させることができる。  

●  生徒が自ら表現したいという意欲を高める生徒の体験に根差した活動主題を設定

していく必要がある。  

キーワード： 

思考の流れを作るワークシート  まとまりのある英文（文法能力、談話能力）  

 



１  主題設定の理由  

（１）  社会の動向と要請から  

社会や経済がグローバル化する中で、国際語としての英語の重要性が増している。

近年、インターネット等の情報機器の発達により、新聞やＳＮＳで世界のニュースに

触れたり、世界中の人々とコミュニケーションを取ったりすることが可能になった。

人の行き来が増え、外国の人とやり取りをする機会も増えている。これからの子ども

たちが２１世紀を生き抜くためには、英語を用いて文化の異なる人々と意思の疎通を

図ろうとする態度や自分の考えや気持ち、情報を相手に伝えたり、相手のことを理解

したりする能力が必要となってくる。  

また、現行の学習指導要領では４技能をバランスよく指導して「発信力」の向上を

重視している。「書くこと」については自分の考えや気持ちなどを正しく伝えられるよ

うに、内容的にまとまりのある一貫した文章を書く力などの育成を重視することとな

った。このことから、まとまりのある英文を書く力を育てることは価値があるもので

あると考える。  

（２）  生徒の実態から  

   ４月に実施された標準学力分析検査の結果ではＡＢＣの３段階評価でＣ評価の生徒

の割合が言語や文化の知識・理解は１０％、外国語理解の能力が１３％だったのに対

し、外国語表現の能力が１８％であった。また、事前のアンケートで１つの英文を書

くことが苦手だと答えた生徒は２６％だったのに対し、まとまりのある英文を書くこ

とが苦手だと答えた生徒は５０％だった。以上のことからまとまりのある英文で自分

の思いや考えを述べたり、書いたりして伝えることが苦手であることが明らかになり、

生徒のまとまりのある英文を書く力を育てることは価値があるものであると考えた。  

２  研究主題・副題の意味  

（１）  研究主題の意味  

○  「まとまりのある英文」とは  

まとまりのある英文とは、田畑・松井 (2008)によると「ある一つのテーマに関して、

論理的一貫性を持って書かれたもの」とされている。本研究では「まとまりのある英

文」を「伝えたいテーマや文脈に合う適切な言語材料や語句を使い、理由や説明、例

示を加えて構成された複数の英文」とする。  

○  「まとまりのある英文を書く力」とは  

まとまりのある英文を書く力とは、伝えたいテーマや文脈に合う適切な言語材料や

語句を使い、理由や説明、例示を加えて構成された複数の英文を書くことができるこ

とである。  

○  「まとまりのある英文を書く力を育てる」とは  

まとまりのある英文を書く力を育てるとは、伝えたいテーマや文脈に合う適切な言

語材料や語句を使い、理由や説明、例示を加えて構成された複数の英文を書くことが

できる文法能力、談話能力を育てることである。本研究では「まとまりのある英文を

書く力」を以下の構成要素で捉える。 



文法能力  伝えたいテーマや文脈に合う適切な言語材料や語句を使って文を書く力  

談話能力  伝えたいテーマや文脈について理由や説明、例示を加えた複数の文から

構成された複数の英文を書く力  

（２）  副題の意味  

○  「思考の流れ」とは  

まとまりのある英文を書く際の 5 つの活動 (1)アイデアの創出 (2)アウトラインの作

成 (3)文章の構築 (4)生徒同士で読み合うアドバイス活動 (5)アドバイスをもとにした文

章の再構築 )における思考の過程のことである。  

○  「思考の流れを作る」とは  

 まとまりのある英文を書く際の 5 つの活動における思考の過程をつなぎ、「見える」

化することである。  

○  「思考の流れを作るワークシート」とは  

 まとまりのある英文を書く際の 5 つの活動における思考の過程をつなぎ、「見える」

化するためのワークシートのことである。  

○  「思考の流れを作るワークシートの工夫」とは  

まとまりのある英文を書く際の５つの過程をつなぎ、「見える」化するワークシート

を工夫することである。具体的には「思考の流れを作るワークシート」に次の５つの活

動を位置づける。①イメージマップを作ることでアイデアを創出する。[making ideas]

②イメージマップから特に伝えたい項目を選んで新出言語材料を用いた１文英作文か

らアウトラインを書く。 [making outline]③アウトラインのもと英文を書く。 [writing 

an essay]④生徒同士で作文を読んでアドバイス活動を行う。 [reading friend’s essay]

⑤英文を付加修正し再構築する。 [rewriting] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  研究の目標  

  中学校第３学年英語科学習指導において、まとまりのある英文を書く力を育てる英語

科学習指導に在り方を究明する。  

【資料１】実践１で用いたワークシート  



４  研究の仮設  

  中学校第３学年英語科学習指導において、思考の流れを作るワークシートの工夫を行

えば、生徒のまとまりのある英文を書く力を育てることができるであろう。  

５  仮設検証の内容と方法  

検証内容  検証方法  評価基準  

伝えたいテーマや文脈

に合う適切な言語材料

や語句を使って文を書

くことができたか。（文

法能力）  

単元のまとめの

英作文の分析（適

切な言語材料や

語句の使用）  

A 新出言語材料を適切に文脈に合う形で 3 つ以上

用い、かつ文章全体において概ね文を正しく書

くことができる。  

B 新出言語材料を適切に文脈に合う形で 2 つ使っ

て、かつ文章全体において概ね文を正しく書く

ことができる。  

C 新出言語材料を用いた文が１文以下で、かつ文

章全体にエラーが多い。  

伝えたいテーマや文脈

について理由や説明、例

示を加えた複数の文か

ら構成された複数の英

文を書くことができた

か。（談話能力）  

・単元のまとめの

英作文の分析（理

由・説明・例示な

どの付加、文の

数）  

A 理由、説明、例示の文が 5 文以上あり、かつ文

章全体で 7 文以上書くことができる。  

B 理由、説明、例示の文が 2～4 文あり、かつ文章

全体で 5 文以上書くことができる。  

C 文章全体で 4 文以下である。  

文法能力と談話能力の判断において、文法 A、談話 A のときは A(AA=A)以下、BA=A、AB=B、

BB=B、CB=B、BC＝C、CC=C と判断する。  

６  研究の構想  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

談話能力  

第三次  

・文章の再構成  

第二次  

・表現内容の構築  

生徒の実態  

第一次  

・課題の設定  

 

談話能力  

文法能力  

談話能力  

文法能力  

まとまりのある英文を書く力が育った生徒  

文法能力  

⑤ワークシート  

(rewriting) 

④ワークシート  

(reading friend’s  essay) 

③ワークシート  

(writing an essay) 

②ワークシート  

(making outline) 

 
①ワークシート  

(making ideas) 

 

教師の支援  
生徒の学習  



７  研究の実際  

（１）  実践 1  ALT に日本での災害への対処について伝えよう (Unit 4  To Our Future 

Generation) 

次  時  学習活動・内容  ねらいと手だて  評価基準  

一  1 

①  

 

1 活動全体の活動の流れを把握し、

課題を知る。  

(1) ALT と JLT が対話しているビデ

オを見て、内容を理解する。  

(2) 場面設定を確認する。  

(3) イメージマップを作り大まかな

内容を考える。 [making ideas] 

(4) ペアで対話シートを用いて対話

をして自分のことを表現する。 

(5) 表現できなかった内容を確認す

る。  

・学習の方向性をつかむことがで

きように JLT と ALT が対話して

いるビデオを見る場を設定する。 

・これから学ぶ言語材料を明確に

するため、イメージマップを作り

ペアで会話をする場を設定する。 

 

 

 

 

本活動で書く内容を

認識することができ

る よ う に 、 making 

idea でイメージマッ

プを作成する。（関：

ワークシート）  

二  2 

⑥  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

①  

2 新出言語材料学習し、緊急時の対

処方法に関わる１文英作文を書

く。  

(1) 学習プリントや教科書を用いて

疑問詞+to 不定詞 it… for (人 ) 

to. want (人 ) to 等の新出言語

材料を理解し、新出言語材料を

用いた一文英作文を書いて英

作文のアウトラインを作る。

[making outline] 

3 まとめの英作文を書く。  

(1) アウトラインをもとに英文を書

く。 [writing an essay] 

(2) 作った英作文をお互いに読みあ

ってアドバイス活動を行う。

[reading friend ’s essay] 

・新出言語材料を学ぶ際は、まと

めの英作文に繋がるように、関

わりのある英文を提示する。  

・１文英作文がまとめの英作文に

繋がるようにするため、ワーク

シートを用いて英作文のアウト

ラインを作る場を設定する。  

・互いの英文の良さ、改善点を整

理できるようにするため、付箋

紙を用いてアドバイス活動を行

う場を設定する。  

新出言語材料を理解

することができてい

るか。  

（知：文法プリント） 

教科書の本文の内容

を理解することがで

きているか。  

（理：本文プリント） 

他の生徒の作文を読

んで、適切にアドバ

イスすることができ

ているか。（理：付

箋紙）  

三  

 

1 

①  

4 まとめの英作文をもとに再構築

する。  

 (1) もらったアドバイスを基に英

文を付加修正する。[rewriting] 

 (2) 日本での災害時の対処法を書

いた英作文を用いて ALT に伝

える。  

・自分の英作文を再構築すること

ができるように、前時に共有した

良さ、改善点を整理する場を持つ。 

災害時の対処方法を

まとまりのある英文

で書くことができて

いるか。（表：英作

文ワークシート）  

災害時の対処法をＡ

ＬＴに伝えることが

できているか。（表：

ビデオ）  

災害の対処方法について書く活

動への興味・関心を高め、内容

や英語の表現についての自分の

課題を明確にすることができる

ようにする。  

災害時の対処方法についての

英文を説明や理由、例示を加

えた複数の文から構成された

英文で書くことができる。  

災害時の対処方法に関わる内

容を疑問詞+to 不定詞、it… for 

(人 ) to～、want (人 ) to を用い

て文を構築できるようにする  



① 第一次  

 

第一次の活動では、JET と ALT が近年の日本での大きな災害について会話し、最

後に ALT から災害への対処法を教えてほしいと生徒に問いかける VTR を見せた。そ

の後、日本で起こりうる災害の例を出し合わせてイメージマップを作成させた。ここ

ではワークシートの [making ideas]を用いた。それをもとに生徒に会話をさせて、英

語で表現できなかった内容を確認させ、新出言語材料の学習への課題意識を持たせた。 

② 第二次 

 

第二次の活動ではまず、友達へのインタビューや、ビンゴゲームなどの活動を通し

て新出言語材料を学習させた。ここでは、インタビューやゲームに出てくる文を災害

への対処と関連のあるものにし、各時の最後に新出言語材料を使ってまとめの英作文

に繋がる 1 文英作文をワークシート [making outline]に書かせた。その後、教科書で

東日本大震災に関する英文を読み、まとめの英作文で使えそうな英文を蓄積させた。

ここでは、ワークシート [making outline]に蓄積した英文を書かせ、まとまりのある

英文になるようにした。最後に、英作文を書き、生徒同士で読みあい付加修正を加え

させた。ここでは最初に教師が接続詞の使い方を意図的に間違えた英作文を提示する

ことで付加修正の視点を与えた。さらには、生徒にワークシートに英作文を書かせ

[writing an essay]、お互いに英作文を読み合い、付箋紙に相手へのアドバイスを書か

せた。 [reading friend ’s essay] 

③ 第三次  

 

 第三次の活動では、第二次でもらったアドバイスをもとに英文を再構築させた。再

構築した日本での災害時の対処法についての英文を用いてＡＬＴに読んで伝えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新出言語材料の使用①  

災害時の対処方法に関わる内容を疑問詞+to 不定詞、 it… for (人 ) to

～、want (人 ) to を用いて文を構築できるようにする  

。  

災害時の対処方法についての英文を説明や理由、例示を加えた複数の

文から構成された英文で書くことができる。  

 

災害の対処方法について書く活動への興味・関心を高め、内容や英語の表

現についての自分の課題を明確にすることができるようにする。  

 

【資料２】実践１で生徒が書いた英作文  

新出言語材料の使用②  

because を用いた  

理由の文  

 

新出言語材料の使用③  

first, second, third

を用いた例示の文  
  



（２）  実践 2 の実際    奈良か京都への旅行をＡＬＴにプレゼンしよう  

(Unit 5  Living with Robots－For or Against) 

次  時  学習活動・内容  ねらいと手だて  評価基準  

一  1 

②  

1 活動全体の活動の流れを把握し、

課題を知る。  

(1)教科書で議論をしている場面を

読んで、自分の意見を主張するこ

とへの意欲を高める。  

(2) ALT の問いかけを聞いて、プレ

ゼンをすることを確認する。  

(3)プレゼンの原稿を書くためにイ

メージマップを作り、大まかな内

容を考え、プレゼンに必要な表現

を確認する。 [making ideas] 

・学習の方向性をつかむことがで

きるように、ALT が奈良と京都

のどちらに行くべきか問いかけ

るＶＴＲを観る場を設定する。  

・これから学ぶべき言語材料を明

確にするため、イメージマップ

を作る場を設定する。  

 

 

 

 

本活動で書く内容

を認識することが

で き る よ う に 、

making idea でイ

メージマップを作

成する。（関：ワ

ークシート）  

二  1 

⑥  

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

②  

2 現在分詞、過去分詞、間接疑問文

などの新出言語材料を学習し、奈

良か京都かをＡＬＴにプレゼンす

る原稿を書く。  

(1) 学習プリントや教科書から現在

分詞、過去分詞、間接疑問文な

どの新出言語材料を理解し、奈

良か京都のプレゼンの原稿で使

える１文英作文を書いてアウト

ラインを作る。[making outline] 

3 まとめの英作文を書く。  

(1) アウトラインをもとに英文を書

く。 [writing an essay] 

(2) 作った英作文をお互いに読み合

う ア ド バ イ ス 活 動 を 行 う 。

[reading friend ’s essay] 

・まとめのプレゼンに繋がるよう

に、新出言語材料を学ぶ際はテ

ーマに関わる英文を提示する。  

・１文英作文がまとめの英作文に

繋がるようにするため、ワーク

シートを用いて英作文のアウト

ラインを作る場を設定する。  

・互いの英文の良さ、改善点を整

理できるようにするため、付箋

紙を用いてアドバイス活動を行

う場を設定する。  

 

新出言語材料を理

解できているか。  

（知：学習プリン

ト）  

教科書の本文の内

容を理解できてい

るか。  

（理：本文学習プ

リント）  

 

三  

 

1 

①  

 

2 

②  

4 まとめの英作文を再構築する。  

(1) もらったアドバイスをもとに英

文を付加修正する。 [rewriting] 

5 作った原稿をもとに京都か奈良か

どちらかをプレゼンする。  

(1) 京都派と奈良派で分かれてプレ

ゼンを行った後、それぞれ４本

の原稿にまとめる。  

(2) 代表がプレゼンを行い、ALT に

評価してもらう。  

・自分の英作文を再構築すること

ができるように、前時に共有し

た良さ、改善点を整理する場を

設定する。  

・プレゼンをより魅力的にするた

めに、写真や具体物を用意する

ように伝える。  

奈良か京都につい

てまとまりのある

英文で書くことが

できているか。  

（表：英作文ワー

クシート）  

京都か奈良につい

てＡＬＴに伝える

ことができている

か。（表：ビデオ） 

奈良か京都かをＡＬＴにプレ

ゼンする活動への興味・関心を

高め、内容や英語の表現につい

ての自分の課題を明確にする

ことができるようにする。  

作った原稿をもとに奈良か京

都かをＡＬＴにプレゼンをす

ることができるようにする。  

奈良か京都かをＡＬＴにプレゼ

ンするための原稿を、現在分詞、

過去分詞、間接疑問文などの新

出言語材料を用いて書くことが

できるようにする。  



 ① 第一次  

 

   第一次の活動では、Unit6 がロボットについて議論している場面だったので、ここ

を読んで内容を理解し、意見を主張することへの意欲を高めた。次に、ＡＬＴが京都

と奈良、旅行に行くならどちらがいいかと問かけるＶＴＲを視聴し、京都か奈良をプ

レゼンすることを確認させた。検証２では生徒の表現への意欲をさらに高めるために、

修学旅行で奈良と京都に行った生徒の体験に根差した活動主題を選択した。次に各時

でプレゼンの内容を考えるために、イメージマッ  

プを作成させた [making ideas]。実践１ではイメ  

ージマップでアイデアの創出が十分にできなかっ  

た生徒がいたので、実践２では互いにアドバイス  

をしながらイメージマップを作成させた。  

 ② 第二次  

 

     第二次の活動は学習プリントで現在分詞、過去分詞、間接疑問文などの新出言語材

料を理解し、奈良か京都のプレゼンの原稿で使える１文英作文を書いてアウトライン

を作らせた [making outline]。ここでは写真を見せ合い「これが何か知っていますか」

などのクイズを行ったり、ビンゴをしたりする活動を行った。実践１では新出言語材

料を学習するプリントと１文英作文を蓄積させるワークシートが違うことに不便さを

感じたため、実践２では学習プリントに英文を蓄積させる１文英作文を作らせた。次

に教科書の議論をしている場面を再度読んで、意見を主張する表現を学習させた。次

に作った１文英作文をもとにワークシートに英作文を行った [writing an essay]。さら

には、新出言語材料のまとめ、を行った後に互いの英文を読みアドバイス活動を行っ

た [reading friend’s essay] 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良か京都かをＡＬＴにプレゼンする活動への興味・関心を高め、内容や

英語の表現についての自分の課題を明確にすることができるようにする。  

 

奈良か京都かをＡＬＴにプレゼンするための原稿を、現在分詞、過去分詞、

間接疑問文などの新出言語材料を用いて書くことができるようにする。  

 

【資料３】生徒の作ったイメーマップ  

【資料５】第二次の段階で生徒が書いた英文 [writing an essay]と  

それに対するアドバイス [reading friend ’s essay] 

改善点を指摘  

良さを指摘  



0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践2

実践1

 ③ 第三次  

    第三次の活動では、まず第二次でのアドバイス活動をもとに、プレゼンの原稿を付

加修正させた。次に、作ったプレゼンの原稿を持ち寄ってそれぞれ 4 つの原稿にまと

め、代表者がそれを発表させ、ALT に評価をしてもらった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 研修結果と考察  

検証１  文法能力の高まり  

それぞれの実践において、「伝えたいテーマや文脈に合う適切な言語材料や語句を使っ

て文を書くことができたか。」を、英作文の記述から検証した。  

A 新出言語材料を適切に文脈に合う形で 3 つ以上用い、かつ文章全体において概ね文を正し

く書くことができる。  

B 新出言語材料を適切に文脈に合う形で 2 つ使って、かつ文章全体において概ね文を正しく

書くことができる。  

C 新出言語材料を用いた文が１文以下で、かつ文章全体にエラーが多い。  

  実践 1 では、評価がＡの生徒が９％、Ｂの生徒が７３％、Ｃの生徒が１８％であっ

たのに対し、実践 2 では評価がＡの生徒が２１％、Ｂの生徒が６７％、Ｃの生徒が１２％

であった。実践 2 では実践 1 と比較して評価Ａの生徒が１２％増えて、ＢとＣの生徒が

減った (資料 7)。これは、実践２において１文英作文を学習プリントに書かせたことが

有効に働いたと考えられる。また、新出言語材料  

の復習を行ったあとにアドバイス活動を行ったこ  

とで、アドバイス活動中に生徒に新出言語材料の  

間違いに対する視点を持たせたことが有効に働い  

たと考えられる。  

 

新出言語材料の使用①  

アドバイスをもとに修正されている  

Ａ 

作った原稿をもとに奈良か京都かをＡＬＴにプレゼンをすることがで

きるようにする。  

 

奈良の名物の例示  

詳しい説明  

奈良を薦める理由  

新出言語材料の使用②  

【資料６】第三次で生徒が再構築した英文 [rewriting] 

Ｂ Ｃ 

Ａ Ｂ Ｃ 

【資料７】文法能力の ABC 評価のクラス内の割合の推移  



0% 50% 100%

実践２

実践１

A B C

それぞれの実践において「伝えたいテーマや文脈について理由や説明、例示を加えた複

数の文から構成された複数の英文を書くことができたか。」を、英作文の記述から検証した。 

A 理由、説明、例示の文が５文以上あり、かつ文章全体で８文以上書くことができる。  

B 理由、説明、例示の文が３～５文あり、かつ文章全体で５～７文書くことができる。  

C 文章全体で４文以下である。  

実践 1 では評価がＡの生徒が６％、Ｂの生徒が６８％、Ｃの生徒が２６％であった

のに対し、実践 2 では評価がＡの生徒が３５％、Ｂの生徒が５１％、Ｃの生徒が１４％

であった。実践 2 では実践 1 と比較して評価がＡの生徒が２９％増え、ＢとＣが減った

(資料８ )。これは思考の流れを作るワークシートを使用することでアイデアの創出、ア

ウトラインの作成、文章の構築という過程を「見える」化したことが効果的に働いたと

考えられる。さらには、生徒の意欲を高めるために、生徒の経験に根差した活動主題を

選択したことが有効だったと考えられる。また、実践１では生徒はＡＬＴに書いて伝え

ることをねらいとしたが、実践２では生徒はＡＬＴにプレゼンをするための原稿を書い

て、話して伝えることをねらいとしたため、話し言葉となり一文ごとの語数の少ない短

い文を多く使用した。結果として文の数が多くなったと考えられる。さらに、活動主題

についての例示や説明を加える際に、 first, second, third といった接続詞を用いること

ができるようにている生徒が実践 1 より  

も実践 2 の方が増えていた。同じ形でア  

ウトラインを作ったことで、接続詞の意  

味や使い方が定着したと考えられる。  

9 本研究の成果と課題  

（１）本研究の成果  

○  思考の流れを作るワークシートを用いることは、書く過程を「見える」化すること

で、生徒のアイデアの創出、アウトラインの作成、文章の構築を助けた。 

○  first, second, third といった接続詞を用いてアウトラインを作成することが定着し

ていったことで説明、理由、例示について言及する談話能力が向上した。  

（２）本研究の課題  

●  アドバイス活動において、付加修正の視点をさらに多く与えたり、活動の形態をグ

ループからペアにしたりするなどの手立てを講じることで、さらに文法能力を向上

させることができる。 

●  生徒が自ら表現したいという意欲を高める生徒の体験に根差した活動主題を設定

していく必要がある。  

＜引用文献＞  田畑義光・松井孝志(2008) パラグラフ・ライティング指導入門―中高で

の効果的なライティング指導のために―  大修館書店  

＜参考文献＞  中学校学習指導要領  外国語編  

【資料８】談話能力の ABC 評価のクラス内の割合の推移  

Ａ  Ｂ Ｃ 

Ａ Ｂ Ｃ 

検証２  談話能力の高まり  

 


